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「
彫
刻
家
・
田
中
太
郎
展

〜
院
展
初
入
選
か
ら
絶
作
ま
で
〜
」

《
前
期
》
１
月
６
日
（
金
）
〜
２
月
19
日
（
日
）

《
後
期
》
２
月
25
日
（
土
）
〜
４
月
16
日
（
日
）

[

前
期
後
期
で
一
部
展
示
替
え
あ
り]

◇◇◇◇
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

田
中
太
郎
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）、
七
尾
市

に
生
ま
れ
、
院
展
を
中
心
に
活
躍
し
た
彫
刻
家
で
す
。
寺

院
建
築
の
装
飾
彫
刻
を
学
ん
だ
後
、
上
京
し
て
平
櫛
田
中

に
師
事
し
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
再
興
日
本

美
術
院
展
に
初
入
選
を
果
た
し
ま
す
。
以
降
も
同
展
や
太

平
洋
美
術
会
展
な
ど
に
出
品
、
受
賞
を
重
ね
る
一
方
、
法

隆
寺
金
堂
雲
斗
・
雲
肘
木
の
復
元
に
も
従
事
し
、
文
化
財

保
存
に
も
尽
力
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
千
葉
県
我
孫
子
市
で
逝
去

さ
れ
た
折
、
ご
遺
族
よ
り
一
一
七
点
の
ご
寄
附
を
受
け
、

平
成
七
年
に
開
館
記
念
シ
リ
ー
ズ
展
「
―
精
神
性
の
追
究

―
田
中
太
郎
の
世
界
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

十
六
年
に
は
新
た
に
五
点
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
ま
さ

に
初
入
選
作
品
か
ら
絶
作
ま
で
が
一
堂
に
揃
い
ま
し
た
。

今
回
は
そ
れ
を
受
け
、
【
人
物
の
表
情
】
【
不
思
議
な
動

物
・
神
仏
】【
色
ん
な
ポ
ー
ズ
】【
そ
の
他
】
の
四
つ
の
テ

ー
マ
で
、
木
彫
・
ブ
ロ
ン
ズ
・
石
膏
・
版
画
作
品
な
ど
三

十
七
点
を
展
示
し
、
改
め
て
氏
の
偉
業
を
紹
介
し
ま
す
。

氏
の
作
品
に
は
写
実
に
よ
る
具
象
表
現
作
品
と
、
半
抽

象
的
で
精
神
性
の
強
い
作
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
両
面
を

ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
人
物
の
表
情
】

師
の
平
櫛
田
中
を
制
作
し
た
「
閑
日
」、
横
山
大
観
を

モ
デ
ル
に
し
た
「
Ｓ
老
の
顔
」
と
「
横
山
大
観
像
」
は

阿

吽

を
表
し
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
郷
里
を
同
じ
く
す

る
長
谷
川
等
伯
に
は
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

氏
が
よ
く
知
る
人
物
か
ら
、
作
者
の
中
に
あ
る
強
い
イ

メ
ー
ジ
ま
で
、
様
々
な

顔

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
不
思
議
な
動
物
・
神
仏
】

氏
の
作
品
に
は
、
木
彫
に
よ
る
半
抽
象
的
な
作
品
が
多

く
、
そ
れ
ら
は
人
間
と
昆
虫
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
様
な
不

思
議
な
動
物
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
氏
の
精
神
性

が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
不
思
議
な
動
物
や
神
仏
の
世
界
が

私
た
ち
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

【
色
ん
な
ポ
ー
ズ
】

ゆ
る
ぎ
な
い
母
性
で
子
ど
も
た
ち
を
包
み
込
む
「
母
子

群
像
」。
マ
ニ
ラ
の
名
所
川
下
り
を
す
る
舟
頭
が
、
観
光

客
を
待
つ
力
強
い
姿
。

人
々
の
日
常
的
で
自
然
な
ポ
ー
ズ
か
ら
、
仕
事
中
の
一

瞬
の
姿
を
と
ら
え
た
作
品
ま
で
、
そ
の
表
現
は
尽
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

2

平
成
18
年
１
月
６
日
（
金
）
〜

４
月
16
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い「烏」木彫彩色　1936年

第23回院展初入選
「等伯頭像」ブロンズ　1991年

「蛍の光」木彫　1949年
第34回院展日本美術院賞白寿賞

「母子群像」木彫　1985年
第81回太平洋美術会展奨励賞

◇
観
　
覧
　
料

2
8
0
円

2
2
0
円

一
　
般

3
5
0
円

2
8
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

※
「
春
の
名
品
展
」と
共
通
料
金
で
す
。
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「
春
の
名
品
展
《
前
期
》
」

〜
人
物
画
の
魅
力
〜

１
月
６
日
（
金
）
〜
２
月
19
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
展展展展
示示示示
室室室室

当
館
所
蔵
品
及
び
寄
託
作
品
よ
り
人
物
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
絵
画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

古
来
よ
り
、
人
々
は
最
も
身
近
で
、
最
も
魅
力
的
な
存

在
と
し
て
人
物
を
描
い
て
き
ま
し
た
。
描
か
れ
る
の
は
行

き
交
う
人
々
や
、
仲
間
に
家
族
、
自
画
像
と
様
々
で
す
。

「
人
物
画
」
と
聞
い
て
、
肖
像
画
を
思
い
浮
か
べ
る
人

は
多
い
で
し
ょ
う
。
人
物
画
に
代
表
さ
れ
る
肖
像
画
は
、

富
の
象
徴
と
し
て
人
物
画
の
重
要
を
高
め
ま
し
た
。
ま
た

自
画
像
は
、
最
も
安
上
が
り
の
モ
デ
ル
で
、
最
も
内
面
を

表
現
で
き
る
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

具
象
作
品
に
お
い
て
、
画
家
の
筆
は
単
な
る
肖
像
画
と

し
て
人
物
の
形
態
を
忠
実
に
写
し
と
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
内
面
ま
で
を
も
描
き
だ
し
ま
す
。

ま
た
一
方
、
象
徴
的
に
形
態
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
か

ろ
う
じ
て
人
物
の
フ
ォ
ル
ム
を
と
ど
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

人
物
画
は
人
物
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
物
を

取
り
巻
く
時
代
や
社
会
の
背
景
を
も
描
き
出
す
た
め
、
そ

こ
に
は
、
と
き
に
作
者
自
身
や
対
面
す
る
私
た
ち
ま
で
も

が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

様
々
に
表
現
さ
れ
た
、
人
物
画
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆
「
陳
希
夷
睡
図
」

「
春
の
名
品
展
《
後
期
》
」

〜
茶
道
美
術
品
を
中
心
に
〜

２
月
25
日
（
土
）
〜
４
月
16
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
展展展展
示示示示
室室室室

そ
し
て
千
利
休
（
一
五
二
二
〜
九
一
）
に
よ
っ
て
「
茶

の
湯
」
が
大
成
さ
れ
、
古
田
織
部
（
一
五
四
四
〜
一
六
一

五
）
、
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九
〜
一
六
四
七
）
と
続
く

「
茶
の
湯
」
の
流
れ
の
中
で
、
茶
陶
に
対
す
る
需
要
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
と
、
陶
工
た
ち
は
自
由
な
発
想
と
豊
か
な

創
意
力
を
以
っ
て
、
変
化
に
富
ん
だ
様
々
な
焼
物
を
大
量

に
制
作
し
て
い
ま
す
。

特
に
古
田
織
部
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

各
種
の
茶
陶
は
、
作
為
的
な
造
形
で
一
際
存
在
感
を
放
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
織
部
好
み
と
い
わ
れ
る
焼
物
の
ひ
と

つ
が
織
部
で
す
。

織
部
は
美
濃
国
（
現
在
の
岐
阜
県
美
濃
地
方
）
で
制
作

さ
れ
た
焼
物
で
、
黄
瀬
戸
、
瀬
戸
黒
、
志
野
と
併
せ
て

「
美
濃
焼
」
と
総
称
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
織
部
は
「
美
濃

焼
」
の
集
大
成
と
さ
れ
、
奔
放
な
造
形
と
奇
抜
な
意
匠
に

よ
っ
て
茶
道
具
や
食
器
な
ど
を
大
量
に
生
産
、
戦
国
の
世

を
生
き
抜
い
た
武
将
た
ち
や
様
々
な
階
層
の
人
々
の
豪
胆

さ
、自
由
闊
達
さ
を
そ
の
ま
ま
写
し
込
ん
だ
様
な
作
風
で
、

現
在
に
至
っ
て
も
桃
山
と
い
う
時
代
の
息
吹
を
私
た
ち
に

伝
え
て
く
れ
ま
す
。

当
館
所
蔵
品
の
中
核
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
蒐
集
し
た
池
田
文
夫
氏
（
一
九
〇
七
〜

八
七
）
が
岐
阜
県
美
濃
地
方
を
拠
点
に
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
織
部
や
志
野
な
ど
の
優
れ
た
作
品
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
展
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
、
織

部
の
色
々
な
器
な
ど
を
含
め
た
形
で
、
茶
道
美
術
品
を
紹

介
し
ま
す
。

※
観
覧
料
は
「
彫
刻
家
・
田
中
太
郎
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。

特
別
展
示

3

「赤いチュチュ」寺井重三

「窓」前田さなみ

「織部蓮絵茶碗」

「織部手付水注」
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第
26
回
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部
公
募
展
七
尾
展

１
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

石
川
県
の
プ
ロ
・
ア
マ
写
真
家
か
ら
作
品
を
公
募
し
、
二

科
会
員
の
朝
日
正
・
土
田
貴
夫
両
先
生
の
公
開
審
査
を
経
た
、

入
賞
・
入
選
全
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

二
科
会
写
真
部
石
川
支
部

連
絡
先

小
此
内
茂
樹
　

〇
七
六
七
（
五
七
）
二
四
二
三

第
10
回
　
洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

３
月
29
日（
水
）〜
４
月
２
日（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

第
10
回
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
展
記
念
展
で
す
。
世
代
会
派
を
超
え

た
充
実
し
た
作
品
群
を
御
覧
下
さ
い
。
最
高
潮
を
迎
え
た

本
年
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
す
。
光
彩
輝
く
５
日
間
を
逃
さ
な

い
よ
う
に
。
乞
御
期
待
。

入
場
料

無
料

主
　
催

洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

連
絡
先

大
地
　
統
　

〇
七
六
七
（
五
三
）
〇
二
〇
七

中
能
登
音
楽
団
演
奏
会
〜
中
能
登
即
興
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〜

３
月
26
日
（
日
）

開
演
　
午
後
２
時

中
能
登
を
拠
点
に
活
動
す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
吹
奏
楽
グ

ル
ー
プ

中
能
登
音
楽
団

の
金
管
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
素
晴

ら
し
く
、
ま
た
愉
快
な
演
奏
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

入
場
料

無
料
（
但
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
　
一
〇
〇
円
）

主
　
催

中
能
登
音
楽
団

連
絡
先

塚
林
賢
一
　

〇
九
〇
（
五
七
五
三
）
七
四
三
三

◇
映
画
上
映
会
◇
【
入
場
無
料
】

１
月
14
日
・
３
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

「
シ
リ
ー
ズ
　
い
し
か
わ
の
文
化
財
〜
彫
刻
・
書
画
・
典
籍
編
〜

《
文
化
財
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》
」
（
21
分
）

4

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

第
６
回
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

友
の
会
鑑
賞
の
旅
を
終
え
て
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絵
画
の
基
本
と
も
い
え
る
『
石
膏
デ
ッ
サ
ン
』。「
一
度
、

挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
け
ど
な
か
な
か
…
」

「
何
を
ど
ん
な
風
に
し
た
ら
良
い
の
？
」
と
い
う
方
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
こ
の
講
座
で
す
。
石
膏

像
を
モ
チ
ー
フ
に
、
当
館
職
員
が
や
さ
し
く
石
膏
デ
ッ
サ

ン
の
実
践
指
導
を
い
た
し
ま
す
。

展
覧
会
の
鑑
賞
も
で
き
て
、
仕
上
が
っ
た
作
品
は
も
ち

ろ
ん
、
使
用
し
た
木
炭
な
ど
も
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
自
宅
に
あ
る
モ
チ
ー
フ
で
「
も
う
一
度
や
っ

て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

日
　
時
…
平
成
十
八
年
二
月
五
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
（
二
時
間
三
十
分
程
度
）

場
　
所
…
第
三
展
示
室
特
設
会
場

指
　
導
…
加
地
　
求
（
当
館
職
員
）

対
　
象
…
原
則
と
し
て
成
人
。
初
心
者
歓
迎
！

定
　
員
…
一
〇
名(

定
員
に
達
し
次
第
締
切)

参
加
費
…
九
〇
〇
円
（
材
料
費
・
展
覧
会
観
覧
料
込
）

※
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
一
、〇
〇
〇
円

持
ち
物
…
①
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚
れ
て
も
よ
い
上
着

②
一
〇
セ
ン
チ
四
方
の
布
き
れ
四
〜
五
枚

※

木
綿
素
材
の
よ
う
な
布
が
最
適
で
す
。

（
ご
持
参
で
き
な
い
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
）

内
　
容
…
ま
ず
「
春
の
名
品
展
〜
人
物
画
の
魅
力
〜
」
を

鑑
賞
し
な
が
ら
人
物
の
描
写
方
法
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
そ
の
後
は
実
践
編
と
し
て
石
膏
像
を

モ
チ
ー
フ
に
木
炭
で
デ
ッ
サ
ン
を
し
ま
す
。

募
　
集
…
平
成
十
八
年
一
月
六
日
（
金
）
よ
り
電
話
に
て

申
込
み
受
付
け
を
し
ま
す
。

七
尾
美
術
館
　

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

等
伯
コ
ー
ナ
ー

国
宝
・
松
林
図
屏
風
　
長
谷
川
等
伯
展
　
特
別
講
演
会
報
告
②

「
松
林
図
屏
風
の
魅
力
」
ス
ラ
イ
ド
編

講
師
　
松
原
茂
氏
（
東
京
国
立
博
物
館
上
席
研
究
員
）

「
松
林
図
」
屏
風
は
今
見
る
と
違
和
感
な
い
の
で
す
が
、

等
伯
の
時
代
に
は
類
例
の
な
い
絵
で
し
た
。
そ
れ
を
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

松
は
古
く
か
ら
日
本
に
あ
り
、『
万
葉
集
』
や
『
古
今

集
』
を
は
じ
め
歌
集
や
詩
集
に
松
を
詠
ん
だ
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
当
時
の
貴
族
に
も
庶
民
に
も
身
近
な
木
で

し
た
。
ま
ず
、
大
和
絵
の
松
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

で
い
う
大
和
絵
と
は
、
平
安
時
代
に
中
国
の
唐
か
ら
入
っ

て
来
た
絵
画
技
法
が
日
本
で
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
日
本
の
風

物
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
伝
統
を
引
い
た
も
の
と

考
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
と
い
う
も
の
で
す
。
大

阪
の
四
天
王
寺
に
伝
わ
る
国
宝
で
、
絵
の
上
に
『
法
華
経
』

の
文
字
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
お
公
卿
さ
ん
と
召
し
使
い

が
寝
殿
の
簀
子
の
所
で
話
を
し
て
い
て
、
庭
に
あ
る
松
を

描
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
安
徳
天
皇
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
厳
島
神
社

の
檜
扇
で
す
が
、
実
際
は
神
さ
ま
に
供
え
る
神
宝
で
あ
る

た
め
小
さ
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
海
岸
が
あ
っ
て
松
が
描

い
て
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
浜
松
図
」
の
原
型
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
は
神
護
寺
に
あ
る
「
山
水
屏
風
」
で
、「
せ
ん
ず

い
び
ょ
う
ぶ
」
と
読
み
ま
す
。
こ
の
作
品
自
体
は
鎌
倉
初

期
の
制
作
で
す
が
、
内
容
的
に
は
そ
れ
以
前
の
大
和
絵
の

様
式
を
忠
実
に
伝
え
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ

こ
に
も
松
が
描
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
一
三
〇
九
年
に
作
ら
れ
た
「
春
日
権
現
験
記
絵

巻
」
で
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
で
す
。
藤
原
忠
実

と
い
う
お
公
卿
さ
ん
の
屋
敷
の
庭
に
植
え
ら
れ
た
松
で

す
。こ

れ
は
出
光
美
術
館
に
あ
る
「
四
季
花
木
図
」
屏
風
で

す
。
一
双
の
屏
風
の
中
に
四
季
を
全
部
織
り
込
ん
で
い
ま

す
。
春
の
梅
、
夏
の
紫
陽
花
と
萱
草
、
秋
の
紅
葉
、
冬
は

雪
を
か
ぶ
っ
た
松
で
す
。
大
き
な
画
面
に
四
季
を
分
配
す

る
時
は
、
ど
う
し
て
も
冬
は
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
右
は
庭
の
松
、
左
は
遠
山
の
自
然
の
松
で
す
ね
。

こ
れ
は
大
阪
の
金
剛
寺
に
あ
る
「
日
月
山
水
図
」
屏
風

で
す
。
森
羅
万
象
を
全
部
取
り
込
ん
だ
屏
風
で
四
季
が
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
も
先
程
の
遠
山
の
雪
を
か
ぶ
っ

た
松
、
そ
れ
に
浜
松
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
松
の
根

っ
こ
の
描
き
方
、
こ
れ
が
「
松
林
図
」
に
似
て
い
ま
す
。

生
き
物
の
よ
う
に
描
い
て
あ
り
ま
す
。
雪
を
か
ぶ
っ
た
松

は
、
小
さ
い
か
ら
当
然
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
筆
で
一
気
に

描
い
て
、
い
ち
い
ち
輪
郭
を
描
か
な
い
と
こ
ろ
を
覚
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
い
う
中
で
「
浜
松
図
」
と
い
う
の
が
特
に
好
ま
れ

ま
し
た
。
住
吉
と
か
三
保
松
原
と
か
の
名
所
絵
か
ら
発
展

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
室
町
時
代
に
た
く
さ
ん

作
ら
れ
た
「
浜
松
図
」
の
代
表
格
の
も
の
で
す
。
里
見
家

本
と
呼
ば
れ
る
本
作
品
は
、
本
当
に
松
林
主
体
の
屏
風
で

す
。こ

れ
は
文
化
庁
の
「
浜
松
図
」
で
す
。
前
の
と
比
べ
る

と
、
松
の
描
写
が
華
奢
に
な
っ
て
い
て
「
松
林
図
」
と
繋

が
る
描
写
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
竹
だ
け
を
描
い
た
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

の
「
四
季
竹
図
」
屏
風
で
す
。
こ
こ
に
す
み
れ
や
タ
ン
ポ

ポ
が
描
い
て
あ
っ
て
、
こ
の
辺
は
初
夏
と
い
い
ま
す
か
、

こ
こ
に
絡
ま
る
蔦
が
赤
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
秋
を
表

し
、
最
後
に
雪
で
冬
を
表
し
て
い
ま
す
。
六
曲
一
双
の
中

に
四
季
の
竹
を
描
い
て
い
る
ん
で
す
。

こ
れ
は
東
京
国
立
博
物
館
（
以
後
、
東
博
）
の
「
松
図
」

屏
風
で
す
。
元
一
双
あ
っ
た
内
の
片
方
だ
け
が
残
っ
た
も

の
で
、
こ
れ
も
松
だ
け
を
描
い
て
あ
り
ま
す
。
庭
石
み
た

い
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
外
の
松
じ
ゃ
な
く
て
庭
の
松
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

今
見
て
き
た
の
が
、
等
伯
以
前
の
大
和
絵
の
松
の
描
写

で
す
。今
度
は
水
墨
画
を
中
心
と
し
た
漢
画
系
の
松
で
す
。

漢
画
と
い
う
の
は
、
鎌
倉
末
か
ら
室
町
に
か
け
て
中
国
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か
ら
流
入
し
て
き
た
宋
時
代
の
絵
画
に
倣
っ
た
も
の
を
い

い
ま
す
。
漢
画
系
の
松
の
描
写
、
特
に
桃
山
時
代
の
も
の

を
見
ま
す
。
好
敵
手
、
狩
野
永
徳
の
作
品
で
す
。
こ
ち
ら

が
京
都
の
聚
光
院
の
「
花
鳥
図
」
襖
、
こ
ち
ら
は
東
博
の

「
檜
図
」
屏
風
で
す
。「
檜
図
」
は
松
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

桃
山
時
代
の
樹
木
表
現
と
い
う
も
の
は
、
画
面
を
飛
び
出

す
よ
う
な
巨
木
な
ん
で
す
ね
。
天
地
に
入
り
き
ら
な
い
こ

う
い
う
構
成
、
樹
木
が
好
ま
れ
ま
し
た
。
武
将
の
好
み
と

い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
特
に
松
の
根
っ
こ
、
露
根
で

す
ね
。
根
上
が
り
の
松
と
い
い
ま
す
。
地
面
を
わ
し
づ
か

み
に
す
る
よ
う
な
強
調
さ
れ
た
根
っ
こ
で
、
木
肌
は
ひ
び

割
れ
た
よ
う
な
荒
々
し
い
形
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
等
伯
の
若
い
頃
、
鼎
印
が
捺
し
て
あ
る
岡
山
県

妙
覚
寺
の
「
花
鳥
図
」
屏
風
で
す
が
、
こ
の
時
代
に
は
や

は
り
等
伯
自
身
も
桃
山
時
代
に
特
徴
的
な
豪
壮
な
樹
木
を

描
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
京
都
の
智
積
院
の
「
楓
図
」
で
す
。
こ
れ
も

や
は
り
天
地
を
突
き
抜
け
る
大
き
さ
で
す
。
か
な
り
色
が

落
ち
て
い
て
こ
れ
で
す
か
ら
、
当
時
は
相
当
煌
び
や
か
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
京
都
金
地
院
の
、
等
伯
の

「
老
松
図
」
で
す
。
豪
壮
な
松
で
す
ね
。
こ
う
い
う
桃
山

時
代
の
樹
木
表
現
の
中
に
「
松
林
図
」
を
置
い
た
時
、
非

常
に
か
け
離
れ
た
感
じ
が
す
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
松
林
図
」
の
露
根
で
す
。
こ
う
い
う
描
き
方

は
、
む
し
ろ
先
程
の
大
和
絵
の
「
浜
松
図
」
屏
風
に
あ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
、
そ
れ

は
大
和
絵
の
系
統
を
受
け
よ
う
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な

い
訳
で
、い
ろ
ん
な
も
の
が
等
伯
の
栄
養
に
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
ら
を
凝
縮
し
て
描
い
た
の
が
「
松
林
図
」
で
あ
る
と

考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
頴
川
美
術
館
所
蔵
、
能
阿
弥
の
「
三
保
松
原
図
」

で
す
。
能
阿
弥
は
、
足
利
将
軍
の
宝
物
の
管
理
や
鑑
定
を

し
た
人
で
す
が
、
自
分
自
身
も
絵
を
描
き
ま
し
た
。
こ
の

「
三
保
松
原
図
」
は
名
所
絵
の
水
墨
画
で
す
。
松
林
が
続

い
て
い
て
、
奥
行
き
の
あ
る
表
現
が
「
松
林
図
」
と
あ
る

程
度
共
通
し
て
い
ま
す
。
現
在
六
幅
で
す
が
、
昔
は
こ
ち

ら
に
富
士
山
が
描
い
て
あ
っ
た
、
六
曲
一
双
の
屏
風
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
屏
風
全
体
か
ら
見
る
と
、
松
は
こ
れ

だ
け
の
大
き
さ
で
し
か
描
い
て
い
な
い
ん
で
す
。「
松
林

図
」
は
も
っ
と
も
っ
と
大
き
く
描
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
伝
周
文
の
「
四
季
山
水
図
」
で
す
。
周
文
は
足

利
将
軍
の
お
抱
え
絵
師
で
す
が
、
確
実
な
真
筆
作
品
は
殆

ど
確
認
さ
れ
て
い
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
「
松

林
図
」
に
似
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
こ
こ
に
小
さ
く
描
か

れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

こ
れ
は
京
都
国
立
博
物
館
に
あ
り
ま
す
、
雪
舟
の
国
宝

「
天
橋
立
図
」
で
す
。
名
所
絵
と
い
う
か
真
景
図
に
近
い

も
の
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
実
景
と
左
右
逆
に
な

っ
て
い
た
り
し
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
松

原
の
表
現
は
非
常
に
簡
略
で
す
が
、
濃
墨
、
淡
墨
を
使
っ

て
松
の
林
を
表
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
も
の
で
す
が
、

「
松
林
図
」
と
全
く
離
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
等

伯
自
身
も
遠
景
の
松
と
し
て
、
こ
う
い
う
表
現
を
し
て
い

ま
す
。

妙
心
寺
塔
頭
の
隣
華
院
の
等
伯
の
襖
絵
で
す
。
葉
っ
ぱ

の
描
き
方
は
違
い
ま
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
「
松
林
図
」
に

似
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
墨
画
の
松
の
表
現
で
「
松
林
図
」
と
相
通

ず
る
作
品
は
、
何
れ
も
遠
景
、
遠
く
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
ぼ
ん
や
り
し
て
見
え
な
い
か
ら
省
略
し
て
描

い
て
あ
る
訳
で
す
。
そ
れ
を
手
前
に
引
き
寄
せ
て
描
い
た

の
が
「
松
林
図
」
な
ん
で
す
。
そ
の
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
、
今
度
は
霧
を
使
っ
た
、
或
い
は
靄
と
い
い
ま

す
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
よ
っ
て
な
ん
と
も
い
え
な
い
柔

ら
か
い
松
林
の
雰
囲
気
を
表
そ
う
と
し
て
描
い
た
の
が

「
松
林
図
」
だ
と
思
い
ま
す
。

「
松
林
図
」
は
、
初
め
か
ら
こ
の
屏
風
の
形
に
描
い
た

の
で
は
な
く
、
元
は
襖
絵
、
或
い
は
壁
貼
り
付
け
と
し
て

描
い
た
も
の
を
、
現
在
の
屏
風
の
形
に
し
た
と
い
う
考
え

方
が
、
研
究
者
の
間
で
は
常
識
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、中
に
は
初
め
か
ら
屏
風
だ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、

ま
だ
決
着
を
見
て
い
ま
せ
ん
。「
松
林
図
」
の
松
の
表
現

は
、
大
和
絵
の
長
い
伝
統
の
中
で
培
わ
れ
た
「
浜
松
図
」

で
の
表
現
、
そ
れ
か
ら
水
墨
画
の
大
画
面
の
中
で
描
か
れ

て
い
た
山
水
図
の
遠
景
の
松
を
組
み
合
わ
せ
、
再
構
成
し

た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

靄
、
霧
と
い
う
大
気
の
表
現
を
、
等
伯
は
ど
こ
か
ら
学

ん
だ
の
か
と
い
う
と
、
出
て
く
る
の
が
牧
谿
と
い
う
中
国

の
画
家
で
す
。

雪
舟
の
「
秋
冬
山
水
図
」
で
す
。
雪
舟
は
非
常
に
が
っ

ち
り
と
し
た
構
成
で
、
構
築
的
な
絵
を
描
き
ま
す
。
こ
の

道
を
辿
っ
て
い
く
と
奥
へ
奥
へ
と
行
き
、
そ
れ
で
奥
に
広

が
る
表
現
を
し
て
い
ま
す
。
近
く
は
濃
い
墨
で
、
遠
く
の

山
は
こ
ん
な
に
薄
く
、
濃
淡
と
構
図
に
よ
っ
て
奥
行
き
を

表
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
日
本
の
水
墨
画
家
は
全
部
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
靄
で
奥
行
き
を
表
す
大
気
の

表
現
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
東
博
に
あ
る
等
伯
の
「
瀟
湘
八
景
図
」
屏
風
で

す
。
こ
の
山
水
図
を
見
て
も
、
雪
舟
や
周
文
の
絵
の
技
法

を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
特
に
遠
近
感
を
表

す
何
か
を
使
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
金
の

霞
な
ん
で
す
ね
。
霞
で
す
か
ら
、
霧
や
靄
に
も
繋
が
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
金
泥
を
刷
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
後
関

係
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
技
法
を
、
等
伯

は
う
ま
く
使
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
隣
華
院
の
襖
絵
な
ど

は
、
外
の
障
子
を
通
す
明
り
だ
け
で
見
ま
す
と
、
こ
の
金

が
ぼ
ん
や
り
と
反
射
し
て
す
ご
く
遠
近
感
が
出
ま
す
。
そ

う
い
う
金
泥
の
作
用
を
使
わ
な
い
で
遠
近
感
を
出
そ
う
と

し
た
、
さ
ら
に
空
気
を
表
そ
う
と
し
た
の
が
「
松
林
図
」

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
徳
寺
の
国
宝
「
観
音
猿
鶴
図
」
で
す
。
こ
の
三
幅
対

を
、
等
伯
が
大
徳
寺
で
見
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
猿
は
「
牧
谿
猿
」
と
い
い
ま
す
が
、
等
伯

は
そ
の
猿
を
い
く
つ
か
の
作
品
に
描
い
て
い
ま
す
。
鶴
も

形
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
ま
す
し
、
牧
谿
様
を
勉
強
し

て
い
た
こ
と
が
、『
等
伯
画
説
』
の
中
か
ら
も
想
定
で
き

ま
す
。

こ
れ
は
牧
谿
の
「
瀟
湘
八
景
図
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
断

さ
れ
今
別
々
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
ず
個
人
蔵
の

「
瀟
湘
夜
雨
図
」
で
す
。
こ
っ
ち
が
畠
山
記
念
館
の
「
煙

寺
晩
鐘
図
」
で
す
。
大
気
が
充
満
し
て
い
る
の
が
解
り
ま

6
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す
。
こ
ち
ら
が
京
都
国
立
博
物
館
の
「
遠
浦
帰
帆
図
」
で

す
。
こ
ち
ら
が
出
光
美
術
館
の
「
平
沙
落
雁
図
」
で
す
。

こ
れ
は
根
津
美
術
館
の
「
漁
村
夕
照
図
」
で
、
こ
こ
に
陽

が
差
し
て
い
る
の
か
、
空
気
か
靄
が
あ
る
の
だ
か
、
こ
う

い
う
感
じ
を
等
伯
は
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。『
等
伯
画
説
』
に
も
、
そ
れ
ら
し
い
記
事
が
あ
り
ま
す
。

「
松
林
図
」
を
見
る
と
各
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
一
番
手
前
の
松
を
濃
い
墨
で
描
き
ま
す
。

段
々
後
ろ
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
薄
墨
に
し
て
い
き
ま

す
。
そ
う
い
う
表
現
は
、
先
程
の
「
瀟
湘
八
景
図
」
に
学

ん
だ
空
気
の
表
現
と
、
そ
の
も
の
を
段
々
と
ぼ
か
し
て
い

く
の
と
を
併
用
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

京
都
の
相
國
寺
所
蔵
の
「
竹
林
猿
猴
図
」
屏
風
で
す
。

こ
こ
に
あ
る
竹
の
林
、
こ
こ
で
も
手
前
の
も
の
を
濃
く
、

奥
の
も
の
を
薄
く
描
く
と
い
う
「
松
林
図
」
と
同
じ
幹
の

描
き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
出
光
美
術
館
の
「
竹
鶴

図
」
屏
風
で
す
。
こ
ち
ら
に
も
う
一
隻
あ
り
ま
す
。
こ
の

竹
の
表
現
を
見
て
も
、
や
は
り
そ
う
で
す
。
前
に
あ
る
竹

と
後
ろ
に
あ
る
竹
を
濃
淡
で
表
し
て
い
ま
す
。
図
様
的
に

は
牧
谿
の
「
観
音
猿
鶴
図
」
と
同
じ
で
す
か
ら
、
等
伯
が

同
図
を
学
ん
で
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。

「
松
林
図
」
の
用
筆
法
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
近
く
に

寄
っ
て
見
る
と
非
常
に
激
し
い
筆
使
い
で
あ
る
こ
と
が
、

会
場
に
来
ら
れ
た
方
に
は
よ
く
解
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う

い
う
と
こ
ろ
は
一
回
で
さ
っ
と
一
気
に
引
い
て
い
ま
す
。

藁
筆
と
か
竹
で
作
っ
た
竹
筆
で
、
中
に
は
稲
の
穂
に
つ
け

て
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
い
ろ
ん

な
実
験
的
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
激

し
く
一
気
に
筆
を
使
う
描
き
方
と
い
う
の
は
、
龍
泉
庵
の

「
枯
木
猿
猴
図
」
に
も
通
じ
る
も
の
で
、
描
か
れ
て
い
る

時
期
も
近
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
牧
谿
の
「
観
音
猿
鶴
図
」
の
猿
で
す
。
た
だ
、

こ
ち
ら
は
哲
学
者
の
様
な
深
く
厳
し
い
表
情
の
猿
で
、
等

伯
の
龍
泉
庵
本
は
子
ど
も
を
あ
や
し
て
い
る
様
な
、
非
常

に
や
さ
し
い
猿
で
す
。
中
国
画
と
日
本
画
と
の
絵
の
本
質

の
違
い
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
先
程
は
元
襖
絵
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
と
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
当
時
、
屏
風
や
襖
の
画
面
は
小
さ
な

紙
を
継
い
で
い
き
ま
す
。
そ
の
継
ぎ
目
と
い
う
の
は
、
普

通
継
ぎ
目
の
高
さ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
「
松
林
図
」
は
、

継
ぎ
目
の
線
が
途
切
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
紙
の
継
ぎ

目
が
揃
う
よ
う
に
ず
ら
す
、
色
ん
な
復
元
案
が
出
て
い
ま
す
。

左
隻
の
真
中
の
と
こ
ろ
が
、
こ
う
い
う
風
に
繋
が
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
か
。
こ
こ
が
、
こ
の
横
の
紙
の
寸
法
と
考

え
る
と
、
も
う
少
し
紙
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
…

こ
れ
は
平
塚
市
美
術
館
の
郡
司
（
宮
田
）
亜
也
子
さ
ん
が

作
っ
た
復
元
図
で
す
。

こ
れ
は
、
カ
タ
リ
ー
ナ
・
エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
さ
ん
と
い
う

ス
イ
ス
の
学
者
が
考
え
て
作
っ
た
復
元
案
で
す
。
今
よ
り

天
地
が
も
う
少
し
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
い
う
風
に
、

部
屋
の
角
に
使
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
パ
ネ
ル
展
示
し
て
い
る
「
月
夜
松
林
図
」
屏

風
で
す
。
絵
の
裏
全
面
に
墨
が
塗
っ
て
あ
り
、
非
常
に
暗

い
夜
景
を
表
し
て
い
ま
す
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
ら
か

に
「
松
林
図
」
を
下
書
き
に
し
て
描
い
て
い
ま
す
。「
松

林
図
」
が
草
稿
で
、
こ
ち
ら
が
本
画
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
が
、
等
伯
の
次
の
代
の
人
が
数
十
年
後
に
「
松
林
図
」

を
手
本
に
描
い
た
も
の
と
考
え
る
説
が
有
力
で
す
。
と
い

う
こ
と
は
、「
松
林
図
」
も
そ
れ
以
前
か
ら
今
の
形
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
等
伯
自
身
が
そ
う
し
た

の
か
、
周
辺
の
人
が
し
た
の
か
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
か
な

り
早
い
時
期
に
こ
う
い
う
形
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
解

り
ま
す
。

展
示
室
で
、
近
く
か
ら
見
る
と
豪
快
な
筆
法
で
、
離
れ

て
見
る
と
激
し
さ
が
消
え
て
非
常
に
静
か
な
世
界
に
な
り

ま
す
。「
松
林
図
」
は
、
距
離
に
よ
っ
て
見
え
方
が
随
分

違
い
ま
す
の
で
実
際
に
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
特
に

左
隻
の
屏
風
は
右
斜
め
か
ら
見
る
の
と
左
か
ら
見
る
の
と

で
は
、
全
然
違
っ
た
景
色
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
初
め
か
ら
あ
の
形
で
描
い
た
の
で
は
な
い
と
す

れ
ば
、
今
の
形
そ
の
も
の
が
等
伯
の
構
想
の
中
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く

「
松
林
図
」
が
等
伯
に
よ
っ
て
遺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
そ

れ
自
体
が
、
日
本
美
術
史
の
中
で
も
非
常
に
重
大
な
こ
と

な
の
で
す
。
今
回
、
こ
の
展
覧
会
で
地
元
の
七
尾
に
帰
ら

れ
た
こ
と
を
、「
松
林
図
」
自
身
も
喜
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
日
は
、
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
質
疑
応
答
、
省
略
）

★
当
日
は
、
立
ち
見
は
も
ち

ろ
ん
の
事
、
皆
さ
ん
舞
台
真

ん
前
の
絨
毯
の
上
に
も
座
っ

て
聞
き
入
る
程
の
盛
況
ぶ
り

で
、
会
場
中
熱
気
で
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

松
原
先
生
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
「
長
谷
川
等
伯
展
」
の
お
知
ら
せ

い
よ
い
よ
、「
腕
切
り
の
猿
」
が
や
っ
て
く
る
！

「
長
谷
川
等
伯
展
〜
晩
年
水
墨
画
の
名
作
〜
」

平
成
18
年
４
月
29
日
（
土
・
祝
）
〜
５
月
28
日
（
日
）

【
会
期
中
無
休
】

平
成
八
年
度
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
長
谷
川
等
伯

シ
リ
ー
ズ
展
」
の
第
十
一
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
「
松
林
図
」
以
降
、
等
伯
が
ど
の
様
に
作
風
を

展
開
し
て
い
っ
た
か
に
焦
点
を
当
て
、
「
枯
木
猿
猴
図
」

（
京
都
市
・
龍
泉
庵
）、「
山
水
図
」
襖
（
京
都
市
・
隣
華

院
）、「
烏
鷺
図
」
屏
風
（
川
村
記
念
美
術
館
）
な
ど
晩
年

の
水
墨
画
を
中
心
に
、
若
年
期
の
作
品
と
長
谷
川
派
の
作

品
を
加
え
、
計
十
五
点
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

特
に
「
枯
木
猿
猴
図
」（
現
在
二
幅
）
は
、
元
々
加
賀

藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
愛
蔵
の
枕
屏
風
の
一
部
で
、
利
長

の
睡
眠
中
に
屏
風
の
猿
が
手
を
伸
ば
し
て
利
長
の
髪
を
掴

ん
だ
た
め
、
利
長
が
そ
の
腕
を
刀
で
切
り
落
と
し
た
と
い

う
逸
話
が
あ
る
、「
腕
切
り
の
猿
」
と
し
て
有
名
な
作
品
で
す
。

郷
里
七
尾
で
の
公
開
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
の
で
、
是

非
お
見
逃
し
な
く
！

7

※
本
文
は
、
四
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
特
別
講
演
会
の
内
容
を
、
当
館
の
責
任
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
後
半
部
分
（
ス
ラ
イ
ド
編
）
で
す
。
前
半
部
①
は
、
第
43
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/

石川県七尾美術館だより 第44号（冬号）

交通案内
飛行機……能登空港より能登有料

道路利用約45分
車…………金沢より能登有料道路

利用約１時間20分
タクシー…JR七尾駅より約５分
徒歩………JR七尾駅より約20分
市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分
ななおコミュニティバス…JR七尾駅より西コー
（ぐるっと7 セブン） スに乗車約10分

◆1月 1～5、10、16、23、30
◆2月 6、13、20～24、27
◆3月 6、13、20、22、27

◎次号・第45号（春号）は４月１日発行予定です。

平成18年度

市民ギャラリー＆アートホールの
使用申し込みについて

当館では個展、グループ展、演奏会など幅広い芸術活動の発表の場として、

市民ギャラリー＆アートホールの貸室を行っています。平成18年度のご利用は、

１月６日 から31日 までを第１次募集期間として受付いたします。
ご希望使用期間が重複する場合、上記受付期間終了後に調整させていただき

ます。

展覧会等の関係上、ご利用いただけない期間もございますので、ご利用可能期

間につきましてはお問い合わせいただくか、当館ホームページをご覧ください。

また、ご希望の方には詳細を説明したパンフレット「利用のご案内（展示室

図面入り）」をお送りいたしますので、お気軽にお申し付けください。

・展示面積（全6室＋通路） ……… 250
・展示壁面延長（最大）…………… 137
・最大天井高 ………………………… 3.5ｍ
※１室（27 ）から貸室できます。

・面　　　積 ……………………… 315
・ステージ幅 ………………………… 8 . 5ｍ
・客席（固定＋可動） ……………… 240席
※ピアノ・16ミリ映写機・スライド映写機・OHC等もご利用いただけます。

【お問い合わせ・お申込先】
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地

石川県七尾美術館　　貸館係　 （0767）53－1500

●アートホール●

●市民ギャラリー（全６室＋通路）●

平成18年度　石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内
新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。現在会員の方で更新をご希望される場合は、改めてお

申し込み下さい。お申し込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意ください。

郵便振替による受付もできますので、ぜひご利用ください。

年度会費　1,000円

受付開始　３月１日

受付場所　当館受付カウンターまたは郵便受付【 参照】

受付時間　午前９時～午後４時30分

会員証有効期限 平成18年４月１日～平成19年３月31日

郵便による入会手続き
★郵便振替用紙をご利用ください。（会員証は４月初旬
に「石川県七尾美術館だより」とともに郵送します。）

★郵便局備え付けの用紙の通信欄に必要事項《会員の
区別（更新･新規・元会員）・郵便番号・住所・電話
番号・氏名・生年月日》をご記入の上、会費を添え
て最寄の郵便局窓口へお出し下さい。

★払込料金70円は申込者負担となります。（平成18年４月３日からは100円）

◆当館での事業（展覧会、講演会、演奏会など）を掲載
した「石川県七尾美術館だより」が郵送されます。

（年度内４回発行）
◆当館主催の展覧会観覧料が団体料金に割引されます。

（会員本人と同伴者２名まで）
◆「石川県立美術館」「石川県立歴史博物館」「石川県能登島
ガラス美術館」「石川県輪島漆芸美術館」「珠洲市立珠洲焼
資料館」でも観覧料が割引となります。 （会員本人のみ）

◆当館学芸員による特別展の列品解説に参加できます。
（会員本人と同伴者２名まで）

このほかにも当館友の会限定の特別優待（販売グッズの
割引など）を予定しています。

平成18年度から特別企画展（年度内３回開催：長谷川
等伯展、イタリア・ボローニャ国際絵本原画展を含む）
の開会式・内覧会に友の会会員様をご招待（無料）いた
します。ぜひ、平成18年度も石川県七尾美術館友の会に
ご入会下さい！

News! ☆会員様にお知らせ☆　　　　.

会員になられますと…入会手続きについて

郵便振替口座　　００７１０－０－５０７９５
加入者名　　　　石川県七尾美術館友の会

第44号pdf  06.1.4 8:48 AM  ページ 8


